


無菌テントに横たわる殉の隣りに二つのベッドが運ばれていた。

それぞれに加夏子と碧が横たわっている。

二人とも脳波や心電図用の電極を着け、酸素マスクで口元を覆っていた。

彼女達のバイタルシグナルは部屋の反対側に置かれた数台のモニターに逐次表示されている。

病院服の脇下から、異様に太く伸びたコードが大型の機械に繋がっていた。

蘇生装置だった。

「気分はどうだい？」

ベッドの脇にきた九十九が二人に話しかけた。

「ちょっと息苦しいです」

加夏子が少し引きつった笑顔で答えた。

「ウチ苦手だな…こういうの。ここに来たときのこと思い出しちゃう…」

小さな碧がちいさな抗議を口にする。

「事故のことだね。嫌な事を思い出させちゃったな、ゴメンよ」

佐野碧は列車の脱線転覆事故の被災者で、その時に両親と片腕を失っていたのだ。

九十九はそっと碧の頭を撫でた。

「いま身に着けてもらっているのは全て、君達に異常が生じた際に素早く蘇生・回復処置を行う為のものだ。サイコイ

ンは危うい綱渡りだ、どれだけ準備をしておいても慎重過ぎることはない」

「ウチ、おねえちゃんと一緒に殉にいちゃんを連れてくればいいんだよね？」

「ちょっと違う。碧ちゃんには、おねえちゃんが殉君の『心の入り口』に辿り着けるよう道案内して欲しいんだ」

「みちあんない？」

「そうだ。そこから先はおねえちゃんが一人でいく。碧ちゃんは帰ってくるんだ」

「そんな！　ウチもいくよ！！」

「駄目だ。乃木さんのなかに入っていった時、どんな目にあったか思い出してごらん」

乃木修司の名前が出た途端、碧は口籠もった。

尾道での体験は、碧にとってそれだけ過酷なものであったのだ。

「判ったかい。じゃ、始めるよ」

「ワタシたち、これからどうすればいいんですか」

「これから碧ちゃんに催眠誘導をかける。誘導剤を二人に滴下してまず加夏子ちゃんへのサイコインへといざない、君

の頭の中の『通路』を見つける。そこからは殉君の能力が君へとシンクロする筈だ」

「『通路』が見つからなかったら？」

「殉君の脳機能が生きていれば必ず見つかる。無ければ、もう彼を救う事は諦めねばならない」



加夏子は唾を飲んだ。



◇

どこかで見たような景色ばかりだった。

自分自身の心象風景なのだから当然なのだが、隣に佐野碧が立っているのが不思議であった。

誘導剤を点滴されて眠りに落ちた。

サイコイン開始。程なく開けた視界に碧の姿があった。

『通路』はあっけない程簡単に見つかった。

以前に比べ随分とまばらになった茨の森が一カ所、木立の中の道のように開け向こうへと続いていた。

「ここ…なの、かな」

つないだ手をぎゅっと握り、碧が不安気な声を掛けてきた。

「何だかあっちの方が広くなってる気がする。きっとここだよ」

「おねえちゃん、ひとりでいくの？」

「センセイがそういってたでしょ。碧ちゃんはここから戻って」

「やっぱりウチもいく」

「ダメだって。おこられちゃうよ」

「ウチだっておにいちゃん連れ戻したいよ。また一緒に折り紙したいよ！　カエルさん作りたいよっ！！」

「碧ちゃん…」

「ウチ、もうヒトがしんじゃうのヤダッ！　絶対ヤダ！！」

少し下をキッと睨み、碧は激しく駄々をこねた。

大粒の涙があとからあとから足元に滴っていた。

「ジュンはおねえちゃんが必ず連れてくるから。ワタシ碧ちゃんに嘘ついたこと、ないよね？」

「…」

「だからお願い、さきに戻って。それにもしここで碧ちゃんに何かあったら、ワタシ…」

「…わかった、かえる…」

「いい子」

加夏子は碧の手を離した。

「ここまでちゃんと来られるかも判らなかったから、おねえちゃんのママに『何かあったら碧ちゃんの面倒をみて』っ

てお願いしておいたの。だからここから別々だけど、もし帰りに怖い目にあったり、ワタシが帰れなかったりしたら、

おねえちゃんのママに会って」

「そんなのやだよぉ」

まだ泣き腫らした目で碧が見上げてくる。

「ジュンも碧ちゃんも、おねえちゃんにはかけがえのない大切な人なの。だから…ね？」

碧がぎくしゃくと頷いた。



「じゃ、いってくるよ」　

ぽんぽんっと二つ、碧の小さな頭を叩いた加夏子は、腕の無い肩を愛おしそうに撫でた。

「いちおう今、いっとくね。ありがとう」

二歩三歩後ずさり碧に背を向けると、加夏子は茨の森へ続く道へと足を踏み出した。



◇

加夏子の緊張は少しだけほぐれていた。

九十九が言った通り『通路』はあった。それはつまり、殉の脳がまだ生きているという事に他ならなかったからだ。

きっと大丈夫だ

この向こうにジュンがいる

こんどはワタシがジュンを助けるんだ

かならず…

『通路』をしばらく行くと、茨の森が唐突に途切れ急にだだっ広い場所に出た。

砂漠でも荒野でもない。

上も下も右も左も、本当に何も無い空間。

振り返ってみたが、今しがた歩いてきた茨の森もない。

明るいような、薄暗いような、空虚な場所。

加夏子は殉の『心の中』に辿り着いた事を知った。

◇

あてどなく歩いた。

これだけ何もない世界で、何をあてにして進めばよいのかわからなかった。

わからないまま、ただただ使命感に突き動かされ加夏子は先へと歩んでいった。

じゅーーーん！

ワタシよ、いるんでしょー！

へんじして、じゅーーーんっ！！

どれだけ叫んでも、何の返事も返ってこない。

木霊すらなく、加夏子の声は虚無へと吸い込まれていった。

走り出した。

何処かに辿り着くあてなどなかったが、ぐずぐずしてはいられなかった。

闇雲でいい、とにかく殉を探すんだ

右へ走り、左へ進んだ。

声を振り絞り、手を振り回してみる。

その全てが空振りとなり、手応えの無い手応えとして加夏子を苦しめた。

「おねがいだから何かいって！　じゅん！　まだいっちゃダメだよっ！　アタシここにいるよっ！！」

その時、加夏子は気づいた。

上からか下からか、薄黒い靄のようなものが湧きだしてきて、ゆるゆると辺りを包みこもうとしていた。

生臭い風のような靄。



ここがイメージの世界であることを加夏子は思い出した。

あれはきっと、ジュンの『病』のかたちだ

なら、そこに彼が…

ゆっくりと、しっかりと足を踏み出した。

身体が生ゴミのような雰囲気に包まれる。

視界が暗くなっていった。

その先に。

ぽつんと見えた。人の姿。

立っているような、大の字で倒れているような。

上下左右の感覚が怪しかった。

今度こそ加夏子は全力で走り出した。


